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危
機
感
か
ら
の
打
開
策

相
鉄
線
は
、
人
口
３
６
０
万
人
を
擁
す

る
横
浜
市
の
中
心
部
と
神
奈
川
県
央
部
を
結

ぶ
主
要
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
沿

線
地
域
で
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

横
浜
駅
か
ら
東
京
へ―

―

相
互
直
通
運
転
に

よ
る
都
心
部
へ
の
乗
り
入
れ
は
、
相
模
鉄
道

（
相
鉄
）に
と
っ
て
長
年
の
懸
案
事
項
だ
っ
た
。

漠
と
し
た
都
心
部
へ
の
乗
り
入
れ
構
想
が

具
体
的
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
平
成
13
年
頃

か
ら
だ
。
そ
れ
は
輸
送
人
員
の
減
少
に
よ
る

危
機
感
か
ら
だ
っ
た
と
相
模
鉄
道
株
式
会
社

鉄
道
カ
ン
パ
ニ
ー
の
古
瀬
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
部
長
は
言
う
。

「
平
成
７
年
を
ピ
ー
ク
に
16
年
ま
で
の
９

年
間
、
乗
客
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
決
め

手
が
見
つ
か
ら
な
い
。
減
少
基
調
の
現
状
を

打
開
す
る
た
め
に
は
、
東
京
都
心
部
へ
の
乗

り
入
れ
を
実
現
す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
の
で
す
」

そ
れ
ま
で
、駅
構
内
店
舗
の
拡
充
や
グ
ル
ー

プ
各
社
と
連
携
し
た
駅
周
辺
再
開
発
、
駅
前

広
場
や
駐
車
場
の
整
備
、
さ
ら
に
は
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
が
目
標
と
す
る
平
成
22
年
度

に
先
駆
け
て
の
全
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実

施
な
ど
、
他
の
交
通
モ
ー
ド
に
対
す
る
競
争

力
の
強
化
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

積
極
的
に
展
開
し
て
き
て
は
い
た
。
こ
う
し

た
努
力
が
実
っ
て
か
、
歯
止
め
は
か
か
り
つ

つ
あ
る
も
の
、
予
断
を
許
さ
な
い
厳
し
い
事

業
環
境
が
続
い
て
い
た
の
だ
。

輸
送
人
員
が
回
復
し
、
バ
ブ
ル
期
を
し
の

ぐ
勢
い
を
見
せ
て
い
る
事
業
者
は
す
べ
て
相

互
直
通
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
る
。
相
鉄
は
相
互
直
通
を
行
っ
て
い
な
い
、

い
わ
ゆ
る
「
ク
ロ
ー
ズ
さ
れ
た
路
線
」
を
特

徴
と
し
て
い
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
横
浜

駅
の
西
口
再
開
発
を
事
業
基
盤
と
し
、「
い
か

に
横
浜
駅
に
集
客
す
る
か
」
に
重
点
を
置
い

て
き
た
た
め
で
も
あ
る
。
し
か
し
、こ
れ
以
降
、

都
心
部
へ
乗
り
入
れ
る
方
策
の
具
体
的
な
検

討
が
開
始
さ
れ
た
。

一
方
、
平
成
14
年
か
ら
、
相
鉄
は
コ
ス
ト

削
減
の
た
め
に
Ｊ
Ｒ
型
の
車
両
導
入
を
開
始

し
て
い
た
。
Ｊ
Ｒ
の
２
３
１
系
を
ベ
ー
ス
に

製
造
さ
れ
た
１
０
０
０
０
系
と
呼
ば
れ
る
車

両
だ
。
結
果
か
ら
見
れ
ば
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

車
両
製
造
を
通
じ
新
た
な
関
係
を
持
っ
た
こ

と
が
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
実
現
へ
の
近
道

に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
相
互
直
通
の

際
に
は
、
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
が
保
有
す
る
車

両
が
阻
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、
相
鉄

と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
間
に
は
そ
う
し
た
問
題
も

ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す

　
相
鉄
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
協
議
が
始
ま
っ

た
。
協
議
を
重
ね
る
中
で
、
相
鉄
本
線
西
谷

駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
海
道
貨
物
線
・
横

浜
羽
沢
駅
付
近
ま
で
の
区
間
に
連
絡
線
を
敷

設
、
東
海
道
貨
物
線
に
乗
り
入
れ
、
Ｊ
Ｒ
東

﹁
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
﹂
お
よ
び
﹁
相
鉄
・
東
急
直
通
線
﹂
の
整
備
事
業
に
よ
り
、

い
よ
い
よ
念
願
の
都
心
部
乗
り
入
れ
を
果
た
す
相
模
鉄
道
。

新
横
浜
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
実
現
す
る
東
京
急
行
電
鉄
。

新
た
な
連
絡
線
を
整
備
し
、
相
互
直
通
運
転
を
行
う―

―

構
想
を
練
り
上
げ
、

協
議
を
重
ね
、
よ
う
や
く
、
す
べ
て
の
関
係
者
の
合
意
へ
と
導
い
た
の
は
、

﹁
お
客
さ
ま
の
利
便
性
と
速
達
性
の
向
上
が
す
べ
て
に
優
先
さ
れ
る
﹂
と
の
共
通
の
想
い
だ
っ
た
。

「
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
」「
相
鉄
・
東
急
」相
互
直
通
運
転
に
み
る

個社としてではなく、
鉄道ネットワークを担う
一事業者として責任を
果たしたい。

相模鉄道株式会社
鉄道カンパニー
プロジェクト推進部長

古瀬　円
Madoka FURUSE

利
便
性
の
増
進
。

取
材
・
文
◉
茶
木　

環
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　

撮
影
◉
織
本
知
之

写
真
提
供
◉
相
模
鉄
道
株
式
会
社
・
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
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相鉄 ･JR 直通線と相鉄 ･ 東急直通線の整備区間を望む。

海老名

大和

田園調布田園調布

渋谷

新宿

目黒目黒
大崎大崎

横浜

湘南台

二俣川 西谷駅

羽沢駅（仮称）羽沢駅（仮称）

綱島駅

日吉駅

相鉄・JR直通線
相鉄・東急直通線
路線図

新横浜駅（仮称）

相鉄いずみ野線

JR横須賀線JR横須賀線

東急東横線

JR山手線

東急目黒線

JR東海道貨物線

相鉄本線

相鉄・JR直通線

相鉄・東急直通線

速達性向上計画の概要

整備効果例

事業費

事業予定期間

整備主体

営業主体

約 683億円

平成18年11月～平成27年3月

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構

相模鉄道（株）

約 1,957 億円

平成19年4月～平成31年3月

相模鉄道（株）・東京急行電鉄（株）

整備区間

運行区間

運行頻度

相鉄・JR直通線 相鉄・東急直通線

相鉄・JR直通線 相鉄・東急直通線

相鉄本線西谷駅～
ＪＲ東日本東海道貨物線
横浜羽沢駅付近　約 2.7 ㎞

二俣川駅～新宿駅
約 59分⇒約 44分

ＪＲ東日本東海道貨物線
横浜羽沢駅付近～
東急東横線日吉駅　約 10.0 ㎞

海老名駅・湘南台駅～
西谷駅～羽沢駅（仮称）～
新宿方面

海老名駅・湘南台駅～西谷駅～
羽沢駅（仮称）～新横浜駅（仮称）～
日吉駅～渋谷方面・目黒方面

朝ラッシュ時間帯：
 ４本／時 程度
その他の時間帯：
 2 ～３本／時 程度

朝ラッシュ時間帯：
 10～14本／時 程度
その他の時間帯：
 4 ～ 6本／時 程度

約15分短縮

大和駅～渋谷駅
約 58分⇒約 47分 約11分短縮
湘南台駅～渋谷駅
約 60分⇒約 51分 約9 分短縮

二俣川駅～目黒駅
約 54分⇒約 38分 約16分短縮

海老名駅～目黒駅
約 69分⇒約 54分 約15分短縮

湘南台駅～新横浜駅（仮称）
約 49分⇒約 23分 約26分短縮
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日
本
横
須
賀
線
に
合
流
す
る
経
路
が
検
討
さ

れ
始
め
た
。
協
議
を
続
け
、
平
成
16
年
8
月

に
最
終
的
な
合
意
に
た
ど
り
つ
い
た
。
期
せ

ず
し
て
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
の
制
定
と

と
も
に
、
そ
の
適
用
案
件
と
な
っ
た
こ
と
で
、

一
気
に
計
画
が
具
体
化
し
た
。

「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
最
終
的
に
相
直
を
受
け

入
れ
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
神
奈
川
県
の
海
側
に
は
東
海
道
線
が

あ
り
ま
す
が
、
今
は
相
鉄
し
か
な
い
県
央
地

域
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
都
心
部
に
乗
り
入
れ

て
い
く
こ
と
に
需
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

一
方
で
、地
元
自
治
体
で
あ
る
横
浜
市
は
、

運
輸
政
策
審
議
会
第
18
号
答
申
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
神
奈
川
東
部
方
面
線
構
想
を
長
い
間

実
現
で
き
ず
に
い
た
。
横
浜
市
の
意
向
と
し

て
は
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
の
整
備
計
画
だ

け
で
は
不
十
分
だ
。
東
部
方
面
線
の
可
能
性

を
探
る
横
浜
市
が
提
案
し
て
き
た
の
は
、
横

浜
羽
沢
駅
か
ら
新
横
浜
駅
を
経
由
し
て
、
東

急
東
横
線
の
綱
島
駅
・
日
吉
駅
ま
で
を
つ
な

げ
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
連
絡
線
整
備
を
加
え

て
の
プ
ラ
ン
だ
。
こ
の
２
路
線
が
完
成
す
れ

ば
、
当
初
の
計
画
と
は
異
な
る
も
の
の
、「
実

質
的
な
神
奈
川
東
部
方
面
線
」
と
し
て
十
分

機
能
す
る
。
横
浜
市
の
提
案
は
意
外
で
は

あ
っ
た
が
、
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、か
つ
事
業
自
体
の
意
義
は
大
き
な
も

の
だ
っ
た
。

ま
た
、
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
の
「
受

益
活
用
型
上
下
分
離
方
式
」
に
よ
り
、
鉄
道

事
業
者
は
受
益
相
当
額
を
施
設
使
用
料
と
し

て
支
払
う
形
と
な
り
、
コ
ス
ト
負
担
は
軽
減

さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
捻
出
で
き
る
だ

け
の
需
要
が
果
た
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
東
急
電
鉄
さ
ん
と
一
緒
に
、
ど
れ
ぐ
ら

い
の
乗
客
が
見
込
め
る
か
を
検
討
し
た
結
果
、

30
年
ぐ
ら
い
で
償
還
で
き
そ
う
だ
と
結
論
が

出
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
社
と
東
急
電
鉄
さ
ん
、

整
備
主
体
で
あ
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
さ
ん
と

一
緒
に
正
式
に
手
を
挙
げ
た
の
で
す
」

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
、
相
鉄
・
東
急
直
通

線
、
２
つ
の
路
線
を
同
時
に
整
備
す
る
と
い

う
新
た
な
神
奈
川
東
部
方
面
線
の
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
た
。

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
、
整
備
区
間
が
西

谷
駅
～
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
海
道
貨
物
線
の
横
浜

羽
沢
駅
付
近
の
約
２
・
７
キ
ロ
。
事
業
費
は

６
８
３
億
円
で
、
平
成
27
年
４
月
の
開
業
を

予
定
し
て
い
る
。
相
鉄
・
東
急
直
通
線
は
、

横
浜
羽
沢
駅
付
近
～
東
急
東
横
線
日
吉
駅
間

の
約
10
キ
ロ
。
事
業
費
は
１
９
５
７
億
円
。

平
成
31
年
４
月
の
開
業
予
定
だ
。

ど
ち
ら
も
事
業
自
体
に
は
着
手
さ
れ
て
い

る
が
、
新
線
部
分
の
工
事
認
可
等
の
行
政
手

続
き
を
進
め
て
い
る
段
階
で
、
現
在
（
平
成

19
年
11
月
時
点
）
は
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
に

つ
い
て
、
地
域
へ
の
住
民
説
明
会
を
行
っ
て

い
る
最
中
だ
。

西
谷
駅
～
横
浜
羽
沢
駅
付
近
間
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
地
下
を
通
る
こ
と
に
な
る
が
、

今
後
２
年
ほ
ど
費
や
し
て
、
環
境
影
響
調
査

等
の
手
続
き
が
実
施
さ
れ
る
。
実
際
の
工
事

着
手
は
平
成
21
年
４
月
以
降
に
な
る
予
定

だ
。

こ
の
２
つ
の
直
通
線
が
完
成
す
る
と
、
都

内
各
所
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
際
、
飛
躍
的
な
時

間
短
縮
が
実
現
で
き
る
。
都
市
鉄
道
等
利
便

増
進
法
の
速
達
性
向
上
計
画
に
基
づ
い
た
こ

の
鉄
道
整
備
効
果
は
非
常
に
大
き
い
。

ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
る

相
鉄
で
は
、
相
互
直
通
運
転
の
実
施
を
念

頭
に
、
よ
り
細
や
か
な
乗
客
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

「
利
用
し
て
い
た
だ
く
お
客
さ
ま
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
ダ
イ
ヤ
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
の
案
内
の
サ
イ
ン

や
路
線
図
な
ど
も
事
業
者
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ

で
、
自
社
の
表
示
し
か
な
く
、
ま
だ
ま
だ
改

善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一
事
故
な
ど

が
起
こ
っ
た
際
、
相
互
直
通
の
弱
点
は
直
通

線
全
線
に
影
響
が
出
て
し
ま
う
こ
と
な
ん
で

す
が
、
そ
の
影
響
の
波
及
を
い
か
に
小
さ
い

も
の
に
止
め
、
詳
細
な
状
況
を
お
客
さ
ま
に

ど
う
お
知
ら
せ
す
る
か
。
そ
の
仕
組
み
も
考

え
て
い
き
た
い
」

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
今
後
は
個
社
単

位
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

全
事
業
者
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
こ
と
で

も
あ
る
。　

「
私
た
ち
は
広
域
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
一
部
な
の
で
す
。
相
互
直
通
運
転
の
場
合
、

電
車
に
乗
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
か
ら
見
れ
ば
、

こ
こ
か
ら
が
何
々
鉄
道
で
、
こ
こ
か
ら
は
違

う
鉄
道
と
い
う
意
識
は
な
い
で
し
ょ
う
。
私

た
ち
は
相
模
鉄
道
で
は
な
く
、『
鉄
道
』
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
一
員
、
そ
の
一
部

で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
」

古
瀬
部
長
の
言
葉
に
、
こ
れ
か
ら
の
「
鉄

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」時
代
の
真
意
が
見
え
た
。相鉄・JR 直通線の連絡線敷設の始点となる西谷駅。 いずみ野線起点駅の二俣川駅。
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沿
線
人
口
増
で
混
雑
緩
和
に
対
応

東
急
電
鉄
は
東
京
の
西
南
部
に
総
延
長

１
０
０
・
1
㎞
の
鉄
軌
道
を
運
営
し
て
い
る
。

東
横
線
、
田
園
都
市
線
の
２
大
幹
線
と
、
目

黒
線
、大
井
町
線
、池
上
線
、東
急
多
摩
川
線
、

世
田
谷
線
（
軌
道
）、
こ
ど
も
の
国
線
（
第
２

種
鉄
道
事
業
）
の
８
路
線
。
そ
の
特
徴
は
、
１

本
の
長
大
な
路
線
で
は
な
く
、
各
路
線
が
相
互

に
接
続
し
、
自
社
線
内
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
相

互
直
通
運
転
に
よ
る
都
心
へ
の
乗
り
入
れ
口
は

渋
谷
、
中
目
黒
、目
黒
の
３
カ
所
と
、
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
も
誇
る
。一
時
期
、
輸
送
人
員
が
減

少
し
た
が
、
そ
の
利
便
性
の
高
さ
と
ブ
ラ
ン
ド

力
で
右
肩
上
が
り
の
数
字
を
記
録
。
平
成
18

年
度
に
は
輸
送
人
員
が
10
億
人
を
超
え
た
。

そ
の
た
め
現
在
、
最
優
先
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
の
が
混
雑
緩
和
で
あ
る
。
最
も
混
雑

率
の
高
い
田
園
都
市
線
を
例
に
と
る
と
、
朝

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
１
時
間
に
29
本
を
運
行

し
て
い
る
ほ
か
、
急
行
を
一
部
区
間
で
は
各

駅
に
停
車
さ
せ
る
準
急
と
し
混
雑
の
平
準
化

を
図
る
な
ど
、
ダ
イ
ヤ
の
工
夫
に
よ
る
混
雑

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
夕
方
の
下
り
に
つ
い

て
も
相
互
直
通
先
と
共
に
運
転
本
数
増
に
よ

る
混
雑
緩
和
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に

平
成
17
年
に
は
、
１
車
両
４
扉
を
６
扉
に
増

や
し
た
６
扉
・
座
席
格
納
車
両
を
導
入
。
現

在
12
編
成
が
導
入
済
み
で
、
混
雑
感
の
緩
和

と
遅
延
の
防
止
に
役
立
て
て
い
る
。

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
の
泉
康
幸
執
行

役
員
鉄
道
事
業
本
部
副
事
業
本
部
長
は
大
規

模
な
混
雑
緩
和
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

「
東
横
線
の
混
雑
緩
和
策
と
し
て
進
め
た
の

が
、
目
蒲
線
の
一
部
を
目
黒
線
と
し
て
系
統

変
更
し
、
平
成
12
年
に
営
団
地
下
鉄
（
現
・

東
京
メ
ト
ロ
）
南
北
線
、
都
営
三
田
線
と
の

相
互
直
通
運
転
を
開
始
し
た
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
２
０
０
％
を
超
え
て
い
た
東
横
線

の
混
雑
率
を
１
７
０
％
以
下
ま
で
下
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
東
横
線
の
お
客
さ
ま
が

目
黒
線
に
シ
フ
ト
し
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
最

も
混
雑
が
激
し
い
田
園
都
市
線
に
つ
い
て
も
、

お
客
さ
ま
に
大
井
町
線
に
移
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
、
大
井
町
線

の
改
良
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
」

東
急
電
鉄
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
は
際
立
っ

て
高
い
。「
東
急
沿
線
に
住
み
た
い
」
と
い
う

人
は
多
く
、
沿
線
人
口
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
現
在
、
東
急
電
鉄
の
路
線
が

走
る
自
治
体
は
東
京
都
、
神
奈
川
県
の
17
市

区
。
エ
リ
ア
人
口
は
約
５
０
０
万
人
で
、
こ

の
５
年
間
に
約
６
％
増
加
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
人
口
動
態
を
み
て
も
、
東
急
沿
線
に
今

後
も
乗
客
が
集
中
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

最
初
に
相
互
直
通
実
現
を
果
た
す

東
急
電
鉄
が
相
互
直
通
運
転
に
乗
り
出

し
た
の
は
早
い
。
昭
和
39
年
に
は
東
横
線
と

営
団
地
下
鉄
日
比
谷
線
と
の
相
互
直
通
を
開

始
。
構
想
と
し
て
は
京
成
電
鉄
と
都
営
浅
草

線
の
方
が
早
か
っ
た
が
、
東
横
線
・
日
比
谷

線
の
実
稼
働
が
先
ん
じ
た
。
昭
和
53
年
に
は

新
玉
川
線
と
営
団
半
蔵
門
線
、
平
成
12
年
に

混
雑
緩
和
と

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
。

お
客
さ
ま
の
利
便
性
向
上
を

第
一
に
。

東京急行電鉄株式会社 執行役員
鉄道事業本部 副事業本部長

泉　康幸
Yasuyuki  IZUMI

新横浜駅前
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は
目
黒
線
と
営
団
南
北
線
・
都
営
三
田
線
、

平
成
16
年
に
は
東
横
線
が
み
な
と
み
ら
い
線

と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
を
追
っ
て
み
る
と
、
非
常

に
積
極
的
に
広
域
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

参
加
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
当
社
の
鉄
道
に
対
す
る
発
想
は
、
田
園

調
布
や
洗
足
の
開
発
を
手
が
け
た
田
園
都
市

株
式
会
社
が
当
社
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
が

示
す
よ
う
に
『
都
心
に
勤
め
る
人
の
た
め
の

電
車
』
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
、そ
の
街
に
住
む
方
が
都
心
に
通
っ

て
仕
事
を
す
る
。
で
す
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
都
心
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
は
当
社
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
で
も
あ
り
ま
す
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観

点
で
も
必
然
の
流
れ
な
の
で
す
」

東
横
線
は
、
平
成
20
年
に
開
業

す
る
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
と
の

相
互
直
通
を
24
年
に
開
始
す
る
こ

と
が
決
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続

き
、
31
年
に
は
相
鉄
と
の
直
通
線

が
開
通
す
る
。

「
当
社
は
、
東
京
メ
ト
ロ
副
都

心
線
と
の
相
互
直
通
運
転
が
実
現

す
る
と
、
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線

を
通
じ
て
東
武
鉄
道
、
西
武
鉄
道

と
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

ら
、
ど
こ
が
終
点
な
の
か
分
か
ら

な
い
く
ら
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な

り
ま
す
ね
」

さ
ら
な
る
広
が
り
に
も
期
待

「
新
横
浜
へ
の
新
幹
線
ア
ク
セ
ス
と
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
と
い
う
意
味
で
、
非
常
に
魅
力

的
だ
っ
た
」―

―

運
輸
政
策
審
議
会
第
18
号

答
申
に
つ
い
て
、
東
急
電
鉄
が
持
っ
た
印
象

だ
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
の
は
や
は

り
そ
の
建
設
費
用
と
整
備
手
法
だ
っ
た
。
東

急
電
鉄
と
し
て
も
実
現
の
可
能
性
を
探
っ
て
、

検
討
に
参
画
し
て
い
た
。
事
態
は
し
ば
ら
く

停
滞
し
て
い
た
が
、
都
市
鉄
道
等
利
便
増
進

法
の
施
行
に
よ
り
、
横
浜
市
、
神
奈
川
県
の

意
向
に
沿
っ
た
新
た
な
計
画
が
可
能
と
な
り
、

一
気
に
進
展
し
た
。

「
こ
の
法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
、
相
鉄
・
Ｊ

Ｒ
直
通
線
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
を
一
気
に

つ
く
っ
た
方
が
い
い
と
、
関
係
者
の
思
い
が

一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
」

神
奈
川
東
部
方
面
線
の
整
備
に
よ
り
、
神

奈
川
県
央
部
や
横
浜
副
都
心
か
ら
東
京
都
心

部
へ
直
結
す
る
新
た
な
路
線
が
誕
生
す
る
。

「
首
都
圏
の
広
域
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完

成
す
る
こ
と
は
、鉄
道
事
業
者
に
と
っ
て
の
み

で
は
な
く
、
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
々
に

と
っ
て
も
大
き
な
価
値
を
も
つ
と
思
い
ま
す
」

東
急
線
が
新
横
浜
駅
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
く
、
期
待
も
高
ま
る
。

「
沿
線
に
お
住
ま
い
の
方
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
旅

行
で
新
幹
線
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

こ
の
ア
ク
セ
ス
は
沿
線
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
て

く
れ
る
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

相
互
直
通
が
直
面
す
る
課
題

し
か
し
泉
副
事
業
本
部
長
は
今
後
、
相
互

直
通
運
転
に
際
し
て
鉄
道
事
業
者
が
抱
え
る

で
あ
ろ
う
課
題
も
指
摘
す
る
。

「
相
互
直
通
運
転
は
、
単

純
に
ど
こ
か
へ
行
く
と
い
う

点
で
は
利
便
性
を
高
め
ま
す

が
、
路
線
が
長
く
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
運
転
支
障
の
頻

度
や
そ
れ
に
よ
る
お
客
さ
ま

へ
の
影
響
が
大
き
く
な
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
た
と

え
ば
、
東
横
線
の
運
転
支
障

の
影
響
が
埼
玉
の
方
ま
で
影

響
す
る
こ
と
が
出
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、
ま
た
そ
の
逆
の

影
響
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
よ

り
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
便
利
な
鉄
道
と
な
る
一
方
、

混
雑
も
増
加
す
る
で
し
ょ
う
し
、
運
転
支
障

時
に
は
影
響
を
受
け
る
お
客
さ
ま
も
多
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

混
雑
緩
和
策
や
運
転
支
障
の
防
止
策
は
、

常
に
先
を
見
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
も
あ
る
。
ま
た
、
現

在
は
各
社
各
様
で
あ
る
車
両
や
設
備
に
つ
い

て
も
統
一
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も

あ
る
。

よ
り
利
便
性
の
高
い
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
に
は
、
ソ
フ
ト
面
で
も

事
業
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
密
に
し
、
共

通
の
意
思
の
も
と
に
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
乗
客
サ
ー
ビ
ス
の
ソ
フ
ト
面
が
し
っ

か
り
し
て
い
て
こ
そ
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
効

果
が
生
き
て
く
る
の
で
あ
る
。

工事中路線
計画路線
他社工事中路線

中央林間中央林間

あざみ野あざみ野

溝の口溝の口

武蔵小杉武蔵小杉

二子玉川二子玉川

下高井戸下高井戸
新宿新宿

みなとみらい線

東海道線

羽田空港

市営地下鉄
グリーンライン

南武線

田園都市線

東急多摩川線

池上線

小田急線

京王線

世田谷線

目黒線
東横線

半蔵門線

日比谷線
南北線

三田線

りんかい線

副
都
心
線

大井町線

市営地下鉄
ブルーライン

横浜線
相鉄・東急直通線

相鉄線

渋谷渋谷

恵比寿恵比寿
白金高輪白金高輪

三軒茶屋三軒茶屋

田園調布田園調布
多摩川多摩川

蒲田蒲田

大井町大井町旗の台旗の台大岡山大岡山

自由が丘自由が丘
中目黒中目黒

目黒目黒
五反田五反田

長津田長津田

中山中山
西谷西谷

元町・中華街元町・中華街

横浜横浜

菊名菊名

日吉日吉

羽沢（仮称）羽沢（仮称）

新横浜
（仮称）
新横浜
（仮称）

N

1

2

3

1 日吉駅ホーム。2008年6 月
に目黒線が日吉駅まで延伸
する。

2目黒線延伸工事（日吉駅にて）。
3 武蔵小杉〜日吉間で進めら

れている複々線化工事（元
住吉駅にて）。

東急ネットワーク図
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なんとしても実現したいという思い

運輸政策審議会の第 18 号答申で平成 27 年の開業が望ま
しいＡ１路線として位置づけられた神奈川東部方面線の

構想は、そのかなり前からあったらしく、昭和 60 年の運輸政策
審議会第７号答申にも既に載っていました。昭和 56 年頃から、
神奈川県や横浜市らが、県央部から羽田空港へアクセスする路
線として、調査・研究に着手しているようです。
　横浜市は、運政審答申路線の実現に向け取り組んでおり、第
18 号答申のＡ１路線については、ほとんど実現しています。平
成 16 年のみなとみらい線の開業をはじめとして、相模鉄道いず
み野線の延伸、さらに、横浜市営地下鉄では４号線も開業間近
となっています。
　しかし、神奈川東部方面線については、横浜市も様々な総合
計画を立てる中で整備を位置付けていましたが、なかなか具体
化しませんでした。東京方面に向かう路線の素質としてはすご
くいいものだったんですが…。第3セクターでの整備なども含め、
様々な検討を進めてきたと聞いていますが、どういう路線を敷
くのか、収支は合うのか、鉄道事業者も手を挙げづらかったの
だと思います。
　構想段階から 30 年近くという長い時間がかかりましたが、
実現に向け一気に動き始めたのは都市鉄道等利便増進法のお
かげです。今回は受益活用型上下分離方式を導入し、総額約
２７００億円のうち、地方自治体分の負担として、事業者や国
と同額の、約９００億円を横浜市と神奈川県で負担することと
なっています。この整備事業計画は、当初と形は違えども、神
奈川東部方面線の実質的な実現でもあり、市としても「なんと
しても実現させたい」という非常に強い思いがありました。
　その理由の一つに、新横浜駅付近のさらなる活性化がありま

す。新幹線駅である新横浜にＪＲの横浜線、横浜市営地下鉄３
号線、そしてもう一つの路線が加われば、都心としてさらに発
展します。

整備効果を最大限に引き出す

横浜市は、この鉄道事業に対する補助者という側面もあり
ますが、地域行政を担う者として、地域の発展に大きな

責任を持っています。鉄道を敷いて運行させて終わり、という
ことではありません。鉄道事業者、鉄道 ･ 運輸機構、国、県、
市――この事業に携わっているプレイヤーの中で、地域住民に
一番近く、地域そのものを見据えていかなければならないのが
横浜市です。たとえば、いかに利用しやすい駅にしていくかと
いうことも、都市側が考えて行く必要があります。アクセスの
ためのバス路線や駐輪場の設置、歩行者動線の工夫など――鉄
道の整備効果を最大限に発揮するために市が果たすべき役割と
いうのは、たいへん大きいと思います。
　また、本事業で新たに駅をつくる羽沢付近は、幹線道路はあ
りますが鉄道面ではすごく不便な状態で、地域の皆さんに「陸
の孤島」と言われるぐらいに利便性が低い。新駅ができれば必
然的にその地域のポテンシャルが上がりますよね。地域自体に
も様々な恩恵があると思いますし、自治体としてはそうした効果
にも非常に期待しています。
　神奈川東部方面線は、都市鉄道等利便増進法の第 1号案件
でもあり、なんとしても成功させなければならないという思いが
強いですね。これからの鉄道整備は、何の支援もなく整備が進
められて行く時代ではありません。都市における鉄道の整備の
あり方において、都市政策と連携するこの法律のスキームは非
常に意義深い手法であると考えています。

神奈川東部方面線の開通で
期待される〝地域活性化〞
神奈川東部方面線の整備プロジェクトにおいて、
最も住民に近い立場にいるのは地元自治体だ。
30年近く構想が練られていた今プロジェクトの
本格稼動に横浜市は期待をかける。 横浜市都市整備局鉄道事業課

神奈川東部方面線担当課長

黒水公博
kimihiro KUROMIZU


